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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、現代 日本に凄ける農村家族の実態を社会学的見地から体系酌、組織的に解明しよう
とするものであり、序章一本研究の意図.と基本的立場一、第一章 日本農村家族研究法、第二章























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は現代日本に詮ける農村家族の実態を、社会学的見地 から体系的 ・理論的に解明 しよう
とするもので、序章一研究意図と基本的立場、(1)日 本農村家族研究法、(2)日 本農村家族の構
造、(3)日 本農村家族に於ける社会意識、(4)日 本農村家族と村落結合、(5)日 本農村家族の変
動、(6)日 本人移民の社会 と家族、附章一日本冷よびアメリカの農村社会学史の考察の8章 で構
成されている。序章と(1)は本論の問題意識と方法論の検討、(2)は家族類型論とそれにともなう家







的にも有効 な類型理論を展開したもので、 とぐに家族周期理論を導入 して、独自の類型処理をこ
ころみた点が注目をひ ぐ。ともかぐ、本論文は現代 日本農村家族の理論的体系化に新 しい所説を
提示 した点と、その基礎 をなした事例的家族研究の成果に、いぐたの独創性がみとめられる点で、
学界に寄与するところが大きい。教育の社会学的研究に澄いて、家族研究の占める比重は きわめ
て大きい。この論考はその意床で教育社会学の研究にも寄与するところが多いものである。 よっ
て、本論文の成果は教育学博士の学位を授一与されるに充分なものとみとめる。
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